
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃９５ 

縁石の花たち 

2024.3.30 
島 田 祥 生 

朝の散歩で、道端の草花が楽しめる季節です
今日は、初夏のような陽気 
散歩で見た花が気になりました 
撮って来よう 
 
近接撮影のため 
路面に這いつくばっての１時間 
ちょっと、腰が・・・ 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

すみれ 
 
種を取ってきて 
プランターに撒いても 
なかなか発芽してくれません 
よくもこんなところで・・・ 
というか、ここだからいい 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隣り合って仲良く 
気難しい仲間の一つ 

でも、キレイ！ 
 

まあ 
見過ごされても仕方がないほど 

小さい株です 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これは 
カタバミの仲間らしい 
陽だまりでエネルギーをもらい 
大きな株に 
 
根は、縁石の隙間に 
しっかりと入り込んでいる様子です 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この花（植物）は 
種をどんどん飛ばして 
石垣の隙間にも蔓を広げる 
すごい繁殖力の持ち主 
 
花はものすごく小さいのですが 
奇麗ですよ 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この花は 
園芸店でも売っているほど人気があるものです 
蔓性でどんどん勢力を広げます 
どこかのポットから逃げ出したのでしょう 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春の七草にある「ホトケノザ」 
こんな厳しいところでも花を咲かせている 
 
確かに 
葉っぱに載っている花は 
威厳がありますね 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これも七草のひとつ 
「はこべらかな」 

 
隣に「ナズナ」の茎が 

ニョキニョキと 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白いすみれも見つけました 
葉っぱは 
前に見た紫のすみれと同じような形をしています 
 
そういえば 
春先の紫の花は 
シラン、タツナミソウ、花ダイコン、ムスカリ、オオルツボなどなど 
紫と白がありますね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ちょっと環境が違うと 
同じ花とは思えないほど 
株の形が違います 
 
そばに 
ホトケノザとスズメノエンドウが 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この白いスミレは 
前に見た紫のスミレと似ていますが 
葉っぱが違うようです 
 
この紫の花 
見つけたいですね 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カラスノエンドウの蔓は 
すごい勢いで伸びています 

あっと言う間に 
地面を覆ってしまう勢いです 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これは、なんでしょうか 
「あ、そうか」と見過ごされそうな 
小さな花の集まりです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カタバミの仲間とお見受けしました 
これだけたくさん集まって咲くと 
小さな世界とはいえ、壮観ですね 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これ「イヌノフグリ」 
こんなに可愛い花に 
なんという名前を付けたんでしょうねえ 
 
 
犬がおしっこをするのを見上げている・・・ 
そんなところに咲いている 
植物学者は、そこまで観察してのことでしょうか 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホトケノザとはとても似ているのですが 
花のつき方が違っています 
でも、きれいですね 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一見、春菊のような葉っぱ 
春菊も 

このような黄色い花を 
つけます 

 
君は、誰だ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チョウ地味な花 
う～～～ん 
 
花が終わると 
赤い小さな実を付けるのが楽しみです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひとしきり撮り歩いて 
最後の路地で見つけた 
 
花が終わっているようで 
でもよく見ると 
 
咲いています 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種が飛んできて 
たまたまそこが湿っていて日差しがあり 
たまたま、縁石に小さな隙間があり 
その隙間にどんどん根を伸ばし 
「水場」にたどり着くまでが勝負 
 
本当に際どいですね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この草 
みんなにちょっと遅れて花を咲かせます 
さて、どんな花だったかな 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回使ったカメラを見せたくなりました 
むかしむかし大むかし 

フィルム時代に愛用していた標準レンズ 
ピントリングがすり減るほど使いました 

 
これを 

マウントアダプターを介して本体に装着し 
レンズの先に 

３倍のクローズアップをつけて撮りました 
 

 


